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今からほんの 10 年ほど前、徳島市中島田町で「あっぷる」というお弁当屋さんが誕生

しました。精神障害者の障害者地域共同作業所が生まれたわけです。山下安寿さんという

元 PSW（Psychiatric Social Worker 精神科ソーシャルワーカー）がこの活動をスター

トさせました。この建物の家主は岸さんという方で、彼が２年間物件を捜し歩いてめぐり

会うことができました。「契約成立を目前にしながら破局になる経験を繰り返すうちに、

『精神障害』という言葉に重くのしかかった苦渋の歴史を思わずにはおれなかった・・」

そう語る彼がいました。「偏見と差別」という言葉でくくるのは簡単ですが、ではその向

こうにどうすれば歩んでいけるのかを語ることの困難さだけが残りました。その鬱屈した

日々に、岸さんとい

う光明が差しまし

た。「お弁当を作って

一般市民の方々に買

っていただくこと」

という当たり前の行

為に「もう少しご飯

が美味しければいい

のに」「ご飯が固かっ

た」「今日のおかずは

美味しかったが、昨

日はもうひとつ」と

言葉がのせられま

す。山ほど残ったお 

・コラム「顔が見え、地域で働き、

生きること」（杉浦 良） 

・お知らせ（共同募金、鮎喰川クリ

ーンアップ） 

・新人職員自己紹介 

・ご支援下さった皆様 ／編集後記 

かわら版 

－「顔が見え、地域で働き、生きること」－  杉浦 良
浦

ＮＰＯ法人 太陽と緑の会

2010 年 6 月 138 号 

 

イラスト 福住さん
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弁当にため息をつく時間は、たくさん売れ

た時の喜びを醸し出します。そのうち「有

難うございます」の言葉が自然に出るよう

になり、お客さんと顔見知りになります。

なるべくなら、自分を隠しておきたい知ら

れたくない気持ちが、少しだけ萎んで、前

向きになれる奇跡を生みます。後ろ向きに

なり、前向きになり、そうこうしているう

ちに、地に足が付き始めます。お弁当に巻

かれた作業所メンバーのメッセージに、お

客さんの返事が添えられるようになると、

うつむき加減の姿勢と弱々しい声に変化

が現れます。隠しておくことが、少しだけ

どうでも良くなった時、ケセラセラと天の

声が聞こえます。調子の良い時、悪い時が、

波のように繰り返す日常に、弁当作りとい

う仕事が絡み合い、地域の方々がお客さん

として関わり、その日その日を何とか生き

続け、「偏見と差別」の向こうに、少しだ

け歩んでいける道が、見え隠れするのでし

ょう。 

 私たちは、1984 年、今から 26 年前

に、障害を持ったメンバーとボランティア

やアルバイトや職員がリサイクル･リユー

スの活動を一緒に行い、一般市民の方々の

支援をいただきながら、障害者の自立支

援、環境保全、社会教育･広報、連携･協力･

支援といった社会貢献事業をスタートさ

せました。スタートは、徳島市入田町月の

宮の元豚舎を活動ベースとしながら、月１

回、太陽と緑の会創立者の駐車場を借り

て行うリサイクルバザーだけが頼りの、

夢追い（イメージ追い）事業です。地域

の中で、様々なハンディーを持つメンバ

ーが、１年に１回のイベントではない日

常活動で、一般市民の方々が関わりなが

ら、それがハンディーを持ったメンバー

だけでなく、地域社会にとっても意味の

あるという活動を、どう具体化するか？

という観念先行型活動は困難を極めまし

た。振り返ってみれば、日々日常に顔を

見せること、地域の中で汗を流し、知恵

を絞って働くこと、そしてその生き方を

地域の方々にも垣間見ていただくこと、

これらのことが、今まで続けることがで

きた大きなポイントだったのではと、他

団体の活動を見させてもらいながら、振

り返って軌跡をたどる、自分があります。

 

電化製品のクリーニング作業 
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共同募金配分金を 

頂きました 
 障害者地域共同作業所太陽と緑の会

月の宮作業所において、平成 21 年度

（22 年度事業）共同募金配分金に自己

資金を合わせ、トヨタハイエース（９人

乗り・走行距離 93,600km）を購入さ

せて頂きました。 

 太陽と緑の会月の宮作業所は徳島市

郊外の、神山町との境に近い場所にあり

ます。 

 作業所の様々なハンディを持ったメ

ンバーは、自動車の運転免許を持ってい

ないため、徒歩、自転車もしくは交通機

関の利用が通所の手段となりますが、交

通の便が悪いため、自宅から作業所まで

通うには時間・費用・労力の面で大変な

困難が伴います。また、家庭環境や本人

の内面の問題等により、自力で通所する

ことが難しいメンバーもいます。 

 このため、月の宮作業所ではメンバー

の送迎が不可欠となっており、平成 12

年の作業所開所以来、送迎を行ってきま

した。 

 送迎には、４年前に 12 万円で購入し

た中古の平成８年式トヨタハイエース

を整備し、メンテナンスを施しながら大

切に使って来ましたが、老朽化が進み、

新たな送迎用車両の購入資金の捻出に

ついて頭を悩ましておりました。 

 この度、共同募金配分金を頂いたこと

で、車の購入が可能となりました。早速

送迎などで活躍しており、メンバーも大

変喜んでおります。 

 大切に使わせて頂きたいと思います。

本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

新スタッフ加入 
４月 26 日、松村尚俊君（29 才・香川

県出身）が太陽と緑の会の職員として活

動を始めました。大学を卒業後、５年近

く水産会社で働いていましたが、縁あっ

て太陽と緑の会に来てくれることにな

りました。 

 日中は主に、障害者地域共同作業所太

陽と緑の会月の宮作業所において、メン

バーと共に、自転車リユース作業等に取

り組んでくれています。持ち前のフット

ワークの良さでメンバーからもひっぱ

りだこです。 

 また、太陽と緑の会月の宮共同生活棟

にて、メンバーと共同生活を送っていま

すが、料理の腕前もなかなかのもので、

今後の活躍に期待したいと思います。 

 5 月 8 日夜には、太陽と緑の会月の宮

共同生活棟にて、手作りメニューによる

ささやかな歓迎会を行いました。 

お 知 ら せ

月の宮作業所 送迎用ワゴン車 
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鮎喰川クリーンアップ 
 ５月 28 日午前９時～正午、鮎喰川河

川敷（中鮎喰橋西詰土手下 徳島市国府

町南岩延）にて、今年で 10 回目となる

クリーンナップ活動を行いました。  

 太陽と緑の会の作業所メンバー、スタ

ッフ、ボランティア計 15 名が参加、刈

払い機３台で河川土手、道路土手の草刈

り（総延長約２キロメートル）を行い、

草の中に埋もれていた可燃ゴミ、不燃ゴ

ミ、空き缶を拾い集めました。  

 

 

 

共同連の皆様が来所 
 ４月 10 日～11 日、共同連の皆様が

宿泊研修会を太陽と緑の会にて行いまし

た。ねっこ共働作業所代表の白杉さんを

初め、総勢 10 名の方が、大阪・滋賀か

ら太陽と緑の会に来所しました。 

 様々なハンディを持った人たちと共に

リサイクル活動に取り組んでいる方が多

いとのことで、リサイクルシステムにつ

いての具体的な質問も多く頂きました。 

 夜は月の宮共同生活棟にて交流会を行

いました。夕食は太陽と緑の会定番の手

作りによる手巻き寿司にそば米雑炊。当

会が長年利用させて頂いている中州市場

にて魚介類を購入し、当会代表杉浦に共

同連の方を加えた３名で、料理の準備を

行いました。 

 地元徳島の新鮮な海の幸、山の幸をふ

んだんに盛り込んだメニューに地酒の芳

水も加わって食材費（コメは除く）は一

人 1500 円。コストパフォーマンスの高

さに共同連の皆様も驚いていました。 

微力ながら、徳島の魅力をお伝えする

ことができたのでは、と思います。 

作業所メンバーが 
新聞で紹介されました 

 太陽と緑の会リサイクル作業所メンバ

ーの米田さんが徳島新聞（５月 23 日付

朝刊）にて紹介されました。９冊の自作

詩集を８年間で１万 5000 部販売して

きたことを取り上げて頂きました。 

 記事をご覧になった方より、「詩集を送

ってほしい」「バックナンバーも含めて欲

しい」とのご依頼を何件も頂き、本当に

ありがたいことと思います。 

 

 

体験・見学 
３月１日 香川県高松市でコーヒーなど

を中心としたフェアトレードの推進など

に取り組んでいる丸山さんが来所。 

４月３日 大阪障害者労働センターマツ

サクぐるーぷより 28 名の皆様が見学の

ため来所。昨年来通算４回目。 

４月 23 日午前９時～12 時、(社)徳島県

労働者福祉協議会の原崎さんが、太陽と

緑の会にて体験研修。 

５月 13 日午後１時～３時、徳島県若者

サポートステーションから職員２名、利

用者５名（男２女３）の計７名の皆様が、

体験実習及び見学。 

  

イラスト 阿部君 
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 初めまして、今年の四月よりここ「太

陽と緑の会」でスタッフとして働かせて

もらっている松村です。このたび、自己

紹介も兼ねて「かわら版」で一筆書かせ

てもらうことになりました。拙文、悪文

ではございますが、しばらくお付き合い

ください。 

 私、松村は元々、お隣の香川県の生ま

れで、一年 365 日をうどんと共に過ご

してきましたが、大学進学の際に、京都

に出て以来、10 年ほどそこで暮らして

いました。大学卒業後は、フラフラとし

つつも卸売市場の鮮魚店で働いていまし

たが、30 歳を目前に迎え、色々と将来

への不安と迷いを抱えて懊悩していた

頃、「太陽と緑の会」代表理事の杉浦さん

からお誘いいただき、体験実習を受けさ

せてもらいました。 

 実は、父親がこちらの活動に関わって

いる縁で、小さい頃、国府や月の宮の作

業所へ度々お邪魔させてもらっていた事

があるので、ある程度、予備知識がある

つもりで体験実習を受けさせていただい

たのですが、実際に目にしたのは、今ま

での乱雑なイメージを払拭してしまう整

理された新館、各自が各々の役割を分担

し、お互い認め合い、いざとなったら助

け舟を出す、そんな作業風景でした。そ

の風景は、私にこの作業所をまるで初め

て来たかのような場所に錯覚させまし

た。今にして思えば、それはひとえに杉

浦さんや櫛田さん、小山さん、スタッフ、

メンバーの皆さんの努力の賜物であった

のだと感じさせられます。そして、ここ

でなら今までの人生を変えられる、大き

な転機だと考え、京都に別れを告げ、「太

新人職員 自己紹介 
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独自の換気・断

熱エコシステ

ムと県内産の

杉間伐材の活

用により、エア

コンレスの空

間を実現しま

した。 
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陽と緑の会」にて心機一転、働かせてい

ただくこととなりました。 

 さて働き出してから、はや一月、よう

やくこの作業所の雰囲気、仕事にも慣れ

だした今日この頃ですが、そんな日々の

中で思うのは、メンバーやスタッフのそ

れぞれの役割が明確になっているこの現

状で、今自分に何が出来るのか、何をす

べきなのか、です。これはどんな仕事に

も言えることかもしれませんし、人が行

動を起こすときの基本的な第一歩だと思

うのです。「そんなん当たり前や」という

人もいるでしょう。ですが、今、私はそ

の当たり前の一歩に躓いているわけで

す。これは正直、応えました。「次、何を

したらいいんだろう」「ここで何をしてい

るのだろう」と悩み立ち止まってしまう

ことも多く、今までの人生でやって来た

事が全く活かせていない自分の姿を突き

つけられ、だいぶ自信を無くしかけてい

ました。 

 ところが、この間、杉浦さんや小山さ

んから「まず、メンバーと一緒に居る事、

作業することが大事」と言っていただき、

肩からすっと力が抜けました。そうなの

です、そもそもこの「太陽と緑の会」リ

サイクル作業所の第一歩は、健常者と障

害者が共に働ける環境を造ることだった

のではないでしょうか。ここで私が働き

だしたその日に既に第一歩を踏み出して

いたのです。その一歩はとても大きく、

今もこの踏み出した右足がこの先どこに

下ろされるのか、踏み出した本人も全く

見当がつかず、片足立ちの不安定な状態

ですが、後はそのまま足を下ろすだけ、

そう考えることが出来るようになりまし

た。 

 未だに模索中ではありますが、この一

歩を糧に、そして目標にしてここで働く

一日一日を大切にしていこうと思いま

す。スタッフの皆さん、メンバーの皆さ

ん、そして今、この「かわら版」を手に

取っていただいた皆さん、これからどう

ぞよろしくお願いします。 

（太陽と緑の会専任職員 松村 尚俊）

イラスト 阿部君 
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当会の活動をご支援下さった皆様
§2010 年４月 1 日～2010 年５月 31 日§（紙面の都合上、敬称は略させて頂きます）

ご寄付を下さった皆様 
後藤、富士原、板東、後藤、匿名、小川、前川、匿名、匿名、匿名、西谷、匿名、吉田

生島、中村（郵便振替口座にご入金下さった皆様）太田 

 

品物を引き取りにお伺いさせて頂いた皆様 
○徳島市○矢部、吉田、藤井、矢野、竹中、山本、井上、(株)正幸不動産、石原、藤田、浦部、
PL 徳島教会、内山、大西、東條、湯川、中山、元木、板東、村上、松下、斉藤、小渡、鎌田、
多代、田中、浦田、小原、鈴木、赤坂、杉浦、バルネケ動物病院、近藤整形外科、浜田、栗本、
石本、松原、須戸、メリケンヤ紳士服、前川、笠井、西、高橋、久水、玉田、新居、益田、福井、
渡辺、大櫛、佐藤、藤本、郡、阿波銀行国府支店、久米川歯科、大田、井口、いそ前、菊原、森
田、中本接骨院、谷口、金丸、森、仁田、スポーツバーゼロ、梶本、三木、松村、麻植、阿部、
工藤、石田、中村、玉成、早川、森岡、法光寺、加島、多田、福森、川人、小泉、井藤、藤森、
土佐、山口、岡久、堀井、梅本、清水、奥田、松本、佐藤、酒井、やどり、渡辺、塩田、末岡、
藤本、谷川、湯浅、中野、平尾、多代、和田、花畑、河野、森下、竹田、鈴江、東條、武田、谷
沢、多田、松家、中田金庫店、勝瀬、山野、団、第一生命、平田、佐原、樋口、岡田、福田、武
市、氏家、大山、岡本、萩原、松田、村松、有井、金野、久宍、塩野、辻、佐野、大和、吉村、
熊本、中島、くらら、前田、楠原、坂東、天野、寺井、ダイキチ、山崎、石原金属(株)、すみれ
会、杉山、安田、上原、坪倉、金本、田村、春山、三原、岸野、藤垣、ウイスパー、早渕、横山、
西谷、増田、後藤、小島、沖野、しつ川、斎賀、菅野、カラオケキッサシオン、小田切、平賀、
こまどり理容所、川西、伊藤、細岡、古田、山形、岩野、迂、塚井、小倉、美馬、中西、山内、
おこのみ焼き すいの香、川上、三笠、岩朝、向井、元山、西、三宅、宇川、鶴島、橋本、静岡、
チャン、浜本、雑賀、岩永、西林、東谷○石井町○後藤、佐藤、宮浦、野村、芝、松川、久米、
古高、喜多、矢田、カンガルー歯科、童学寺、高橋、松浦、坂野○吉野川市○土井、真鍋、明石
○阿波市○高島、高田、吉田○板野町○三宅○上板町○丸居○藍住町○金田、佐藤、久保田、羽
田、坂東、楠木、黒川、谷崎、大黒、四宮、森、えびすい、近海、阿部○松茂町○徳島空港、千
葉○北島町○米田、結城、沢口、益田○鳴門市○金岡、梶本、ゆき美容院、久龍、岡本、里口、
ルネッサンス鳴門○小松島市○富士原、町田、大西、竹島○阿南市○ＰＬ徳島協会、阿南医師会
中央病院、松田 

 

品物を持って来て下さった皆様（郵送含む）  
○徳島市○斉藤、鈴江、福家、榎本、高橋、松浦、岡田、田中、馬渕、寺奥、川田、島尾、竹口、
加藤、松原、久米川、吉富、椎野、山田、佐藤、久米、堀江、土居、阿部、中川、楠見、増田、
工藤、原田、近藤、武市、伊藤、藤吉、赤澤、三浦、笠井、中峰、松島、山本、明丸、生駒、山
岡、米川、宮崎、播、福永、泉、切中、山下、岡本、吉内、清水、小笠原、大野、中村、畑田、
中原、木元、坂口、瀬戸、鈴木、津川、赤川、江口、酒井、井上、河崎、シェール KAYA、大野、
宮本、森本、多田、大西、中山、青木、庄野、川崎、拍野、谷、竹内、川人、小林、冨岡、炭田、
田村、四宮、青山、田中、横山、北野、渡辺、神沢、賀川、島崎、牧岡、坂東、坂田、合田、蔭
山、森、佐々木、宮内、真弓、鎌田、磯野、青井、大隈、富永、児玉、林、大平、照本、石川、
山松、篠原、木藤、和田、西崎、寺島、新見、桑原、大北、境、落合、藤本、国宗、武内、西岡、
中野、梅本、ムッコバートル、川島、杉本、豊田、大島、芦田内科、坂尾、オバリ・アブドル・
カーデル、古川、ばんどう美容院、三国、小澤、中、梅谷、長谷川、忠津、栗尾、早見、二宮、
松本平岡、中村、米澤、竹井、相原、曽木、荒川、吉本、匿名、岡、岩田、岩崎、井元、福原、
木内、工内、妹尾、今江、久保、楠本、河村、尾方、あわっこ作業所、内田、丸谷、吉野、姫野、
山口、後藤、井川、山中、(株)石原金属、蔵本、西村、和渕、牧野、日下、片山、中田、樫原、
園田、美裏、西川、高岡、都、白川、嶋田、大阪、川端、坂本、湯川、小山、岸本、コートタジ
ュールにじの橋、小川、炭田、川地、西、四方、矢部、地福、地面、橋本、吉田、平川、柏野、
仁木、団、北井、上山、中西、東條、戸田、野々瀬、川野、内藤、田近、美馬、村賀、樫浦、梅
津、深山、矢野、槙野、青野、谷口、玉野、安田、水間、村上、猪本、長尾、加納、湯村、宮西、
石田、大崎、生田、中島、大岩、藤永、福山、森田、吉岡、内海、野口、尾崎、関口、水口、月
岡、宇野、山花、武内、隅田、高田、石本、尾形、橋田、岩見、奥野、岩丸、矢藤、五反地、乾、
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芦田、八幡、栢、樋口、鎌元、三木、馬渕、浜崎、以西、大角、北峯、荒木、小原、藤原、浜田、
横井、森川、荒井、花田、島田、井原、布川、島本、福田、谷澤、梅岡、磨貝、賀好、徳島市役
所 市民協働課、美記、山松、松田、熊本、七條、秋田、花井、岸、桐本、新川、永峰、浅野、
デイアズ・ショーン、生長、河野、辻、本田、鴻野、大隅、米崎、古本、秋山、山城、郡、新谷、
大住、佐賀、大磯、小野、横田、柿原、めだかや 谷澤、上窪、山村、影谷、掛尾、遠藤、佐伯、
出口、平山、桑村、武岡、谷川、大浜、大吉、澤田、天野、高丸、窪川、木下、安丸、川島、西
條、中平、為実、斉藤、イーズアカデミー、西山、半田、一宮、南郷、下田、アトラム、大久保、
岩根、早雲、都築、津田○石井町○石本、中西、長篠、松本、竹内、沢口、福島、美馬、岩佐、
堀井、高木、秋田、平田、佐野、福田、秋山、久米、泉、浅井、小笠原、前坂、米澤、木全、森
野、吉岡、松川、秋本、兼子、加藤、前坂、明野、川上、宮崎、安田、松浦、藤本、中東、辻、
佐々木、多田、大石、矢野、片山、米崎、藤坂、高木、吉田○吉野川市○森出、鎌田、松浦、斉
藤、片岡、津村、谷、八坂、近藤、平島、井元、大久保、早見、長瀬、川野、福原、布施、石田、
吉野、藤重、上村、三木、日笠、河野、工藤、露口、青木、春木○美馬市○高木、鈴江、小松、
大西○つるぎ町○嘉納、富永○三好市○坂口○阿波市○中西、高島、酒巻、竹内、岡田、中村、
安丸、笠井○上板町○鵜飼○板野町○森本、菱岡、五條、林、大嶽、浜村○上板町○村田、中村、
ダン、フロント、フロスト峰子、佐藤、近藤、井内、天野、稲井○藍住町○小拍、坂口、大宅、
上崎、山田、中村、小笠原、高畠、土井、松原、亀谷、河野、久次米、平野、三好、阿部、金森、
佐竹、楠木、石田、石立、三澤、井出、有島、大下、井出、武内、日切、佐藤、片岡、中川、大
野、奥村、平山、湊、西浦、井上、増田、清蔭、安崎、横田、森本、山下、西川、樫原、五味、
河野○北島町○真鍋、川人、佐川、多田、堀、波形、佐川、北井、澤口、美馬、南、笠井、村田、
萩原、佐藤、山下、西條、橋田、大島○松茂町○島、千葉、奥本、朝井、長岡○鳴門市○郡、長
岡、大江、高麗、吉田、サラ・オーフレット、広田、堀尾、大下、米澤、向井、丸泉、山口、芝、
西川、樫原、梶、福山、山西、浜田、渡辺、佐藤、小林、岡島、大坂○神山町○大草、向井、尾
道、高橋○佐那河内村○植松○小松島市○牛田、山内、矢田、宮田、西崎、株本、前田、山川、
大塚、渡辺、木村○阿南市○井地岡、伊藤、鈴木、久米、石川、武市、新原○美波町○東、郡○
海陽町○神沢○香川県○田中、佐々木○愛媛県○浜田、小橋○京都府○木村○広島県○びぃあら
いぶ○兵庫県○服部○東京都○萩野 

 

いつも当会の活動にご支援ご協力頂き、ありがとうございます。頂いた品物は大切に

リユース・リサイクルし、障害者の支援、ボランティア育成、他団体への支援などの活

動につなげています。リユース・リサイクル可能なものがございましたら、ぜひお電話

下さい。 

文・イラスト 藤田さん 
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編集後記～３人で支える～ 

太陽と緑の会リサイクル作業所の電話

番は、20 年以上メンバーのＡさんが担

当してきましたが、中堅メンバーへのバ

トンタッチを始めました。 

Ａさんには視覚障害があります。しか

し障害の等級が軽いため、障害者年金が

受給できない上、国民年金を納めなけれ

ばなりませんでした。 

いろいろあっても、生きていくために

は働いてお金を稼がなければならない。

手先を使う仕事も、力仕事もなかなかう

まくいかない中で、Ａさんに最後に残さ

れた仕事が電話番でした。 

そのＡさんもこの１月で還暦を迎え、

衰えが随所に見受けられるようになって

きました。 

老齢年金の案内が届きました。 

「まだ、もらわんでもいける」

とＡさん。老齢年金は 60 才

から受給すると３割減額さ

れ、それが一生続きます。 

「働けるうちは働いていきた

い」そんなＡさんの想いが伝

わってきました。 

しかし、電話対応で必要と

される水準は年々上がり、Ａ

さんが電話番を続けることが

難しくなってきました。 

Ａさんはあくまで電話番であり、Ａさ

んにできることは、品物のお引き取りを

希望される方の住所氏名電話番号と品物

の内容を聞いてカードに記入すること

と、活動日・活動時間など簡単な問い合

わせに答えることくらいです。 

それ以外は専任職員でないと対応がで

きないため、職員に取り次ぐか、ご連絡

先をお聞きして、折り返しこちらからお

電話させて頂く、という形になります。 

「そんな面倒くさいことをやっても、

団体としての信用をなくすだけだから、

やめた方がいい」といろいろな方から言

われます。 

確かに電話番も兼ねた事務職員を雇う

方が、ずっと楽で、太陽と緑の会の印象

も良くなるでしょう。しかし、その結果、

A さんは働く場所を失ってしまいます。

太陽と緑の会事務局・作業所兼店舗 
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社会から切り捨てるのは簡単ですが、

はじかれてしまった人たちは、最終的に

税金でフォローすることとなり、消費税

増税につながります。 

Ａさんの問題は、自分では返答できな

いことに対して、「私では分かりません」

となかなか言えないことにあります。 

推測に基づくあいまいなことを言って

誤解を与えたり、返答に詰まって無言の

状態が続いたり、お客様に同じ話を何度

もして頂くことになったりして、お叱り

を受けてきました。 

Ａさんからバトンを受けるメンバーＢ

さんは 34 才。言語障害を持ちダミ声で

ゆっくりと話すＢさんは、午前中だけ電

話番を任されるようになります。実はＢ

さんも障害者年金がありません。午後は

ＡさんとメンバーＣさんの二人三脚で電

話番を引き受けます。 

特定非営利活動法人 太陽と緑の会
 

私たちは生態系のリサイクルを含めた

リユース・リサイクル活動を、様々なハン

ディを持ったメンバー達の地域活動支援

センター・障害者地域共同作業所とリンク

させて、行っています。地域の中で「人も

物も活かされる街造り」をテーマに、ハン

ディーのあるなしにかかわらず「地域の中

でその人がその人の足で立っていけるこ

と」を目指し、様々な方々（市民、ボラン

ティア、行政）の支えを頂きながら年間

300 日、土､日、祭日を含めた、日常活動

を行っています。 

発行：特定非営利活動法人 太陽と緑の会
〒779-3120  

徳島県徳島市国府町南岩延 107-１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ 

０８８－６４３－１０５４（事務局） 

０８８－６４２－１０５４    

（リサイクル、地域活動支援センター）

URL http://www.t-midori.org/ 

Ｅ－ＭＡＩＬ t-midori@jeans.ocn.ne.jp 

代表理事  杉浦 良   編集 小山 隆太郎 

作成サポート 岡田 郁子 

年会費：正会員１万円  準会員 1,000 円 

郵便振替口座：０１６２０－８－４４７０３ 

Ａさんが「できること」を活かし、細

く長く続けていくことは、本人の生きる

支えになるだけでなく、税金の節約、財

政再建にも貢献しています。 

Ａさん一人では限界に来ていた電話番

を、３人のメンバーで何とかつないでい

こう。新たな挑戦が始まりました。（小山）

 

お電話での品物お引き取りのご依頼 

お名前とご連絡先をお聞きして記入します。 

日時などの詳細は、専任職員がその日のうちに

お電話をして確認いたします。 


